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日
記

壹
卷

清
淨
華
院
に
御
所
日
記
と
稱
す
る
も
の
が

一
卷
あ
る
。
卷
子
本

で
、
そ
の
外
題
に
は
、
『
御
所
御
日
記
書
拔
、
本
山
清
淨
華
院
縁
起
』

と
記

さ
れ
て
あ
り
馬
内
題
に
は
、

『
本
山
済
淨
華
院
記
録
』

と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
中
に
ぱ
二
十
二
篇

の
斷
片
的
記
録
が
載
せ
て
あ
り
、

そ

の
各
篇
の
絡
に
は
、
殆
ん
ど
み
な

『
正
長
二
年
仲
夏
日
、
慧
照
國
師
』
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
慧
照
國
師
は
清
淨
華
院

の
第
十
世

佛
立
慧
照
國
師

の
事
で
、
等
熈
上
人
字
は
僭
任
と
日
つ
た
人
で
あ
る
。

こ
の
人
は
淨
華
院

の
歴
代
の
申
で
は
最
も
有
名
な
人
で
あ
る
が
、

こ
の
人
が
正
長
二
年
の
夏
日
に
御
所

の
御
日
記
や
、
萬
里
小
路
家

の
日
記
の
中
か
ら
淨
華
院
に
關
す

る
部
分
を
抄
録
さ
れ
た
も
の
と
思

ハ

シ

は
れ

る
。
そ
れ
は
そ
の
第

一
篇

の
絡
に
註
し
て
、

『
御
所
御
日
記
」
と
記
し
、
第
二
篇

の
絡
の
註
に
、

『
是
時
房

於
禁
中
日
次
記
寫
、

萬
里
小
路
家
在
桝
也
』
と
記
し
、
第
三
篇
の
註
に
、

『
萬
里
小
路
家
時
房
記
文
寫
畢
」
と
記
し
、
第
五
篇
の
註
に
、

『
具
瓠家
記
録
也
』

等
と
書
い
て
あ
る
か
ら

だ
。
等
熈
上
人
が
自
身
自
ら
國
師
と
書

い
て
お
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
少
し
お
か
し
く
も
思

は
れ
る
が
、
其
は
始

め
ヒ

人
が
慧
照
左
書
い
て
お
か
れ
た
も
の
を
、
後

人
の
誰
か
が
轉
寫
し
た
時
に
、
上
人
を
尊
敬
す
る
の
餘
り
、
國
師
を
書
き
加

へ
た
も

の
と
見
れ
ば
、
そ
れ
は
不
合
理
で
は
な
い
か
と
思
う
。

而

し
て
第
二
十
篇
ま
で
は
國
師
が
書
か
れ
た
も
の
で
、
第
二
十

一
篇
と
第
二
十
二
篇
と
は
、
後

入
の
何
人
か
が
書
き
加

へ
た
も
の
と

清
淨
華
院
藏
古
丈
書
考
證
數
件
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思

う
。
其
は
第
二
十
篇
の
絡
に
、

『
昔
記
日
次
、
寓
里
小
路
家
有
寫
置
者
也
、
正
長
二
年
夏
日
、
.慧
照
國
師
』
と
書
い
て
あ
る
か
ら
だ
。

然

る
に
そ
の
後
の
第
二
十

一
篇
に
は
、
國
師
の
代
か
ら
盛
邏
に
趣

い
た
事
、
國
師
が
頻
り
に
昇
進
さ
れ
た
事
な
ど
を
記
し
、
第
二
十
二

篇

な
、
今
現
に
淨
華
院
の
所
藏
で
あ
る
國
師
の
御
省
像
畫
に
書

い
て
あ
る
賛
文
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
篇
は
誰
れ
か
後
人
が
書
き
加

へ

た

も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
の
御
省
像
は
時
代
が
甚
だ
古
い
爲
に
、
剥
落
し
て
不
明
の
文
字
が
多

女
あ
る
が
、
日
記

の
交
字
と
封
照
し
て
、

そ

の
賛
文
を
記
載
し
て
お
く
。

淨
華
第
六
世
。
松
林
院
栖
賢
。
安
養
院
等
熈
任
上
入
壽
像
賛
。

深
ご
松
林
千
歳
根
於
黒
谷
鴨
創
二蓮
瓧
一六
時
雨
二於
淨
華
殉
上
二
正
覺
場
一成
ご
正
覺
殉
戒
珠
無
レ蝦
安
心
起
行
。

欲
レ
生
二我
國

一則
我
國
不
レ
遐
。
寶
瓶
貯
ご
八
功
徳
水
一獲
ご之
釋
迦
殉
。

一
朝
國
師
恩
衣
色
。
以
映
二肩
上
袈
裟
殉
嘗
ご
其
法
乳

一者
衆
多
。

室
群
之
龍
種
咸
生
二
渥
注
殉
因
誦
二
一
偈
一日
。

讃
揚
難
レ盡
算
ご河
沙
幻
利
劍
光
明
笑
二莫
耶
殉

一
到
二彌
陀
安
養
界
殉
元
來
是
我
法
王
家
。

文
安
三
年
正
月
十
一
日

.内
大
臣
正
二
位

藤

原

朝

臣

靺

こ
の
中
意
味
が
通
じ
難

い
と
思
は
る
玉
句
が
あ
る
が
、
原
畫
が
不
明
瞭
で
あ
る
か
ら
致
し
方
が
な
い
。
叉
上
人
は
第
十
世
で
あ
る
の

に
第
六
世
と
記
す
は
向
阿
上
人
か
ら
起
算
す
る
か
ら
だ
。
任
上
人
と
云
は
僣
任
の
任
で
あ
る
。
叉
内
大
臣
と
は
萬

里
小
路
時
房
で
あ
る
。

即

ち
時
房
が
國
師
の
御
省
像

に
自
ら
賛
文
を
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
賛
文
は
日
記

の
賛
文
と
は
少
し
違

つ
た
字
が
あ
る
が
、
繁
雜

に
な
る
か
ら
そ
の
考
證
は
省
略
す
る
。
叉
こ
の
日
記
の
最
後

に
、
『
維
時
元
祿
六
年
歳
次
癸
酉
初
冬
下
浣
夜
亥
子
三
刻
之
間
書
留
者
也
、

薀
池
堂
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
の
蓮
池
堂
は
誰
入
か
よ
く
解
ら
な
い
。
叉
こ
の
原
本
が
あ
る
か
な
い
か
は
不
明
で
あ
る
が
恐
ら
く
は



な

い
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
こ
の
日
記
の
中
に
、
法
然
上
人
の
選
擇
集

の
下
書
な
ど
の
事
を
書
い
た

一
篇
が
あ
る
か
ら
參
考

の
爲
に
抄
出

す

る
。
帥
ち
第
七
篇
の
文
に
曰
く
、

ノ

ノ

予
元
胆
法
然
上
人
所
持
道
具
不
レ知
レ數
、
亦
夫
上
入
自
筆
自
作
之
者
、
第

一
金
色
名
號
、
替
の
地
の
名
號
、
御

書
七
箇
問
答
、
選
擇

集
下
書
、
顯
光
院
よ
り
此
寺

へ
參
候
金
剛
寶
戒
血
胝
の
譜
、
戒
儀
叡
山
北
磆
黒
谷
の
古
本
、
大
原
封
決
の
記
、
天
下
知
識
歸
伏

の
證

文
、
明
遍
僣
都

へ
示
し
の
文
章
、
慈
鎭
和
爾
と
兩
吟
の
詩
歌
兩
筆
の
物
、
天
台
四
教
名
目
、
上
人
經
論
書
籍
亂
本
數
卷
あ
り
、
聖
光

授
手
印
、
良
忠
筆
跡
亂
れ
て
あ
り
、

一
枚
の
淌
息
三
紙
あ
り
、
聖
光

へ
遣

シ
キ
選
擇
下
書
あ
り
、
其
上
自
作
の
阿
彌
陀
之
像
、
不
動
、

舎
利
塔
、
持
蓮
華
自
作
也
、
總
而
大
事
の
靈
寶
箱
之
事

ハ
松
林
院
、
無
量
諄
院
、
此
家
に
沙
汰
可
申
也
、
土
藏
は
不
斷
光
院
、
智
慧

光
院
よ
り
さ
ば
き
可
申
也
、
江
州
坂
本
法
藏
院
書
籍
藏
は
、
觀
音
寺
可
ご
守
護
一也
、
從
レ
昔
例
如
レ此
、
天
台

一
代
書
物
藏
七
間
四
方
、

將
來
之
道
具
皆
以
此
藏
に
あ
り
、
寺
官
節

六
法
藏
院

へ
可
ご
見
舞

一者
也

正
長

二
年

伸

夏

日

慧

照

國

師

以
上
は
第
七
篇
の
文
で
あ
る
が
、

こ
の
申
選
擇
集
下
書
と
は
廬
山
寺
の
そ
れ
と
關
係
あ
り
や
否
や
、
金
剛
寶
戒

血
胝
譜
と
は
後
に
記

す
了
惠
上
人
の
圓
戒
譜
と
同
か
異
か
、
聖
光
授
手
印
、
良
忠
筆
跡
と
は
後

に
記
す
そ
れ
で
は
な
い
か
な
ど
種

六
の
疑
問
が
起

つ
て
來
る
。

今

そ
れ
ら
を

一
女
考
證
す
る
餘
裕
を
持
た
な
い
か
ら
暫
く
疑
問
と
し
て
留
め
た
い
。

第

二
、
淨
土
要
略
抄

一
卷
、
井
に
心
行
雜
決
、一
卷

本
書
は
續
淨
土
宗
全
書
第
四
卷
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
其
奥
書
か
ら
考

へ
て
、
昔
は
淨
華
院
に
あ
つ
た
も

の
と
思
う
。
然
し
今
は

淨
華
院

に
は
存
在
し
な
い
。
綾
全
第
四
義
山
上
人
の
序
文
を
記
せ
ば
、

清
淨
華
院
藏
古
丈
書
考
證
數
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『
頃
日
予
古
藏

の
中
に
於
て
偶
ま

一
書
を
得
た
り
、
題
し
て
淨
土
要
略
鈔
と
日
ふ
。
即
ち
向
師
の
組
述
す
る
所
な
り
、
卷
を
披
く
に

淨

芒
詞
林
を
射
て
華
鮮
か
に
、
義
を
尋
ぬ
る
に
心
行
毫
端
に
出
て
泉
の
如
く
湧
く
、
行
者

の
霾
鑑
な
り
。
叉
心
行
雜
決

一
卷
あ
り
、

乃
ち
向
公

の
師
範
禮
師

の
述
す
る
所
に
し
て
亦
た
宗
門
の
要
領
な
り
。
予
日
西
山
に
薄
ま
る
、

こ
の
外
又
何
を
か
慮
ら
ん
、
乃
ち
烏

焉
を
校
正
し
て
合
せ
て
以
て
梓
に
壽
す
、
庶
幾
く
は
願
求
の
徒
、
西
邁
の
目
足
た
る
ご
と
を
得
ん
。

(
原
丈
漢
丈
)

出見
・永
二
年
十
月
亠ハ
日

華

佰
侭
義

山

童
日

と
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、

義
山
上
人
が
始
め
て
出
版
し
て
世
に
公
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
淨
土
要
略
鈔

の
標
題
の
下
に
、

『
於
ご
先
師
禮
阿
上
人
法
語
中
一略
出
』
と
記
さ
れ
て
あ
り
。
叉
最
後
に
、

『
於
不先
師
禮
阿
上
人
開
ご
示
諸
人
一法
語
之
中
上
、
略
二
抄
其
最

要
者
輔
以
備
二淨
土
行
入
之
龜
鑑
一者
也
、
釋
向
阿
在
判
』

と
あ
る
か
ら
、
禮
阿
上
人
の
法
語
の
中
か
ら
、
最
も
肝
要
な
部
分
を
、
向
阿

上
人

が
抄
出
さ
れ
た
の
で
診
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
。
又
心
行
雜
決

の
最
後

に
、

『
此
書
者
、
先
師
禮
阿
上
人
、
奉
ご薪
陽
明
院
御
問
輔

所
二
注
進

一也
、
其
題
目
者
、
後
時
小
子
自
安
レ之
而
己
、

釋
向
阿
在
判
』
と
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、

禮
阿
の
歡
義

を
永
く
後
世
に
傳

へ

ん

と
て
、
向
阿
上
人
が
寫
し
て
お
か
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

所

が
今
余
が
特
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
滋
賀
縣
安
土
の
淨
嚴
院

に
、

『
西
谷
禮
阿
上
人
御
作
拔
書
』

と
題
す
る

一
卷

の
册

子

が
あ
る
。

こ
れ
は
滋
賀
縣
金
勝
の
阿
彌
陀
寺
の
開
山
隆
堯
法
印
の
眞
筆
で
あ
る
。
こ
の
本

の
最
後
に
、
『
干
レ時
應
永
三
十
癸
卯
季
中

秋
下
旬
之
比
、
於
二
江
州
金
勝
寺
谷
草
庵
↓
依
ご
明
阿
所
望
↓
寫
レ之
者
也
、
右
筆
沙
門
隆
堯
』
と
書

い
て
あ
る
。
而
し
て
そ
の
内
容
は
、

淨
土
要
略
抄
井
に
心
行
要
決
と
殆
ん
ど
同

一
で
あ
る
が
、
修
辭

に
於
て
少
し
異

つ
た
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く

は
向
阿
上
人
が
名
文

家
で
あ
つ
た
所
か
ら
、
多
少
の
修
飾
を
施
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
叉
義
山
上
人
が
出
版
さ
る
N
時
修
辭
を
加

へ
ら
れ
た
か
も
解

ら
な

い
。
所
が
隆
堯
怯
印
の
拔
書
を
見
る
と

一
層
原
始
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
隆
堯

の
拔
書
は
禮
阿
の
法
語
そ
の
ま

エ
で
な
あ
る
ま
い
か



と
思
は
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
こ
の
法
語
が
今
省
ほ
保
存
さ
れ
て
あ
る
事
は
、
實

に
貴
い
こ
と
で
あ
る
。
・希
く
は
永
遠

に
殘
し
た
い
。

少
く
と
も
そ
の
隆
堯
本
の
複
本
が
あ
つ
て
ほ
し

い
と
思
う
。

因
に
應
永
三
十
年
は
、

向
阿
上
入
が
邁
化
さ
れ
て
か
ら

(貞
和
元
年
遜
化
)
、

約

七
十
五
年

O
後

で
あ
る
。

第

三
、
往
生
至
要
決
、

一
卷

本
書
は
法
然
上
入
以
來
の
相
傳
本
と
し
て
傳

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
主
乏
し
て
向
阿
上
人
が
自
ら
書
い
て
多
く
の
弟
子
に
相
傳
さ

れ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
現
に
八
ユ
ご
本
が
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
中
淨
華
院
に
は
、
大
小
二
本
あ
つ
て
宗
寶
に
指
定
さ
れ
て
あ

る
。
京
都

の
華
開
院
に
も
ま
た

一
本
が
あ
る
。

先
づ
淨
華
院
の
本
か
ら
言

へ
ば
、

第
二

の
大
本
は
、
卷
子
本
C
紙
質
も
極
め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
の
中
起
行
を
述
べ
る
下
で
脱
落
が
あ
り
、
奥
書
も
亦
た
錯

簡

が
あ
る
の
で
、
其
全
貌
を
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
は
、
誠
に
惜
し

い
事

で
あ
る
。

第
二
の
小
本
は
、
こ
れ
叉
卷
子
本

で
、
大
本
に
比
べ
て
紙
質
は
や

玉
劣
る
が
本
文
は
完
杢
で
あ
り
、
續
全
第
四
卷
に
載
す
る
も
の
よ

り
も
更
ら
に
多
く
の
文
が
あ
る
、
依
て
そ
の
異
本
と
し
て
杢
文
を
ご

x
に
掲
げ
た
い
と
思
う
。

第
三
は
華
開
院
所
藏
の
本
で
あ
り
、

こ
の
本
は
向
阿
上
人
の
眞
筆
で
あ
る
。

こ
の
本
に
就
て
は
藤
堂
砧
範
君
が
知
恩
院
の
專
修
學
報

第

十
二
號
向
阿
上
人
特
輯
號
で
そ
の
研
究
を
發
表
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
今
は
之
を
省
略
す
る
。

る

淨
華
・院
所
藏
の
小
本
の
全
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

㌦清
淨
華
院
藏
古
丈
書
考
證
數
件
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往

・
生

至

要

決

(原
丈
濁
點
を
施
さ
ず
故
に
今
除
く
)

南

無

阿

彌

陀

佛-
南

無

者

即

是

歸

命

-
至

誠

心

南

無
-

安

心
l

l
深

心

-
亦
是
發
願
廻
向
之
義
文

"ー
回

向

發

願

心

南
無
と
い
ふ
は
歸
命
也
、
歸
命

と
云
は
佛
た
す
け
給

へ
と
お
も
ふ
心
也
。
こ
の
助
た
ま

へ
乏
お
も

ふ
心
に
三
心
は
を
の
つ
か
ら
そ
な

わ

る
也
。
去
る
故
に
ま
こ
と
し
く
た
す
け
給

へ
と
思
て
い
つ
わ
ら
さ
る
は
、
こ
れ
至
誠
心
也
。

一
す
ち
に
佛
願
を

憑
て
疑
は
さ
る
は
叉

深

心
也
。
助
給

へ
と
お
も
ぴ
て
名
號
を
唱
は
則
廻
向
發
願
心
也
。
さ
れ
は
三
心
を
は
つ
か
ね
て
南
無
の
二
字
に
習
入
る
玉
也
。
口
に
南

無

と
唱
る
は
心
に
助
給

へ
と
お
も
ふ
を
云
ひ
あ
ら
わ
す
詞
な
れ
は
也
。

1
是
名

正

定

之

業

阿
彌
陀
佛
-

起

行

-
順
彼

佛

願

故

文

彌
陀
の
名
號
は
往
生
の
定
業
也
。
彼

の
佛
の
本
願
に
我
が
名
を
唱

へ
は
か
な
ら
す
生
せ
し
め
ん
と
誓
れ
た
る
に
依
て
、
南
無
阿
彌
陀

佛

を
唱
る
聲
は
み
な
此
願
に
順
す
る
が
故
也
。
さ
れ
は
上

一
形
を
つ
く
し
、
下

一
念
に
い
た
る
ま
で
、
往
生
極
樂

の
定
業
に
あ
ら
す
と

云
事
な
し
。

こ
の
故
に
他
力
往
生
の
至
要
を
は
、
彼
佛
の
願
に
順
す
る
故
の

一
字
に
習
き
わ
む
る
也
。
爰
以
往
生
極
樂

の
爲
に
は
、

こ

の
本
願
を
よ
δ
つ
の
事

の
故
と
す
る
也
。

以
上
淨
土

一
宗
の
法
門
安
心
起
行
の
肝
要
を
は
、
此
三
字

に
習
き
わ
む
る
を
組
師
正
流

の
口
傳
と
す
。
此
外
ま
た
く
別

の
子
細
な
し
。

則
釋
迦
彌
陀
を
仰
て
證
誠
と
し
た
て
ま
つ
る
所
也
。
然
は
人
み
な
心
に
助
け
給

へ
と
お
も
ひ
て
、
口
に
南
無
阿
彌

陀
佛
と
申
さ
は
、
佛

の
願
力
に
依
が
故
に
、
決
定
往
生
す
べ
し
、
聊
も
疑

へ
か
ら
す
。
法
然
上
人
よ
り
先
師
禮
阿
に
至
ま
で
、
此
掟
を
ま
も
り
て
悉
く
往
生



を
途
を
は
り
ぬ
。
叉
現
證
に
あ
ら
す
や
、
ゆ
め
ゆ
め
此
相
傳
を
か
ろ
し
む
る
事
な
か
れ
。

1
專
妙

爨

夫

-

辨
阿
-

欝

ー

欝

1

向
阿
i

玄
心
-
ー
弘
玄

t
髪

ー

洞
妙

今
五
代
相
傳
の
法
門
を
つ
ふ
さ
に

一
卷

の
記
録
に
載
て
檜
玄
心
に
授
る
所
、
た
し
か
に
十
方
の
諸
佛
を
も
て
證
明
と
し
た
て
ま

つ
る

者

也
。

延
元
々
年
五
月
二
十
四
日

沙

門

向

阿

在
御
剣

淨
土
の
法
門
諸
流
異
義
を
存
す
。
其
中
に
當
流
の
み
只
祺
師
の
傳
を
ま
た
く
せ
り
。
然
に
近
比
當
流
の
中
に
叉
し
き
り
に
薪
義
を
か

ま

ふ
る
輩
あ
り
、
か
た
ま
し
く
相
傳
と
號
し
、
僞

て
先
聞
と
稱
す
、
そ
の
く
わ
た
て
耻

つ
へ
し
。
爰
に
先
師
組
承
を
つ
ふ
さ
に
す
る
事
、

當
流
に
獨
歩
せ
り
。
弟
子
叉
そ
の
傳
を
ま
な
ふ
る
事
聞
ぴ
さ
し
、
し
か
為
に
今
耳
に
ふ
る
玉
あ
や
ま
り
を
悲
て
、
心
に
の
こ
る
趣
を
し

る
す
。
見
む
人
さ
た
め
て
あ
さ
け
ら
む
者
歟
。
但
佛
を
も
て
證
明
と
し
た
て
ま
つ
る
、
い
つ
わ
ら
ぬ
所
し
り
ぬ

へ
し
。
今
和
字
を
も
ち

ゐ
る
事
は
、
義
に
お
き
て
あ
や
し
み
な
く
、
叉
お
ろ
か
な
る
輩
に
お
ま
は
し
め
む
と
な
り
。

于
時
延
慶
第
二
の
年
卯
月
五
日
記
之

沙

門

向

阿

在
御
剣

弟
子
根
鈍
に
し
て
其
性
つ
た
な
し
と
い
へ
と
も
、
先
師
上
人
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
深
旨
を
き
く
事
二
十
余
年
、
馳
又
奥
義
談
す
る
事

四
十
餘
廻
也
。
よ
て
淨
土
の
法
門
に
を
い
て
あ
や
ま
り
あ
る
へ
か
ら
す
。
故
今
肝
要
の
義
ゼ
も
て
比
丘
尼
專
妙

に
さ
つ
く
る
者
也
。
然

則
心
行
の
至
要
と
し
て
順
次
の
往
生
を
決
定
す

へ
き
を
や
。

至
徳
二
年
八
月
二
克

日

淨
土
宗
七
代
沙
門
弘
玄

花
押

清
淨
華
院
藏
舌
丈
書
考
證
數
件

(
石
橋
誠
道
)

七
五
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此

一
卷
先
師
室
覺
和
徇
.
こ
と
は
を
そ

へ
て
比
丘
尼
專
妙
に
さ
つ
け
ら
る
。
則

こ
の
書
を
も
て
比
丘
尼
洞
妙

に
許
授
處
也
。
然
者

こ

の
奥
旨
を
受
持
し
て
順
次
往
生
を
決
定
す

へ
き
者
也
。

嘉
吉
元
年
三
月
九
日

沙

門

長

玄

花
押

源
室
上
・ゴ

一i
辨
阿
-

然
阿
-

禮
阿
-

向
阿
ー
ト
玄
心
ー

敬
法
-

等
熈
i

良
尊
ー

玄
周
i

等
悦

右
往
生
の
法
も
ん
、
こ
の

一
卷
に
の
せ
ら
る
N
と
こ
ろ
也
。
し
か
る
に
比
丘
尼
等
悗
に
さ
つ
く
る
者
也
。
す
み
や
か
に
あ
ん
心
決
定

し

て
、
往
生
極
樂
す

へ
き
者
な
り
。

夊
明
+
七
肥
年
二
月
二
+
九
日

沙

門

玄

周

朱
印

以
上
容
絡

つ
て
お
る
が
、
本
書
の
相
傳
は
、
玄
心
の
弟
子

の
弘
玄
が
、
相
傳
の
傳
書
と
し
て
言
を
添

へ
て
至
徳
二
年
に
專
妙

に
授
け
、

其
後
嘉
吉
元
年
に
、
弘
玄
の
弟
子
の
長
玄
が
、
叉
言
を
添

へ
て
洞
妙
に
授
け
た
も
の
で
あ
る
。
所
が
先
の
弘
玄
は
淨
華
院

の
正
統
で
は

な
く
て
傍
系
で
あ
つ
た
が
、
今
度
は
そ
の
正
系

の
玄
周
が
言
書
を
添

へ
て
比
丘
尼
等
悗
に
授
け
た
も
の
x
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
再
び

こ
X
に
系
謹
旧
を
書
き
加

へ
た
の
で
あ
る
。

第

四
、
鎭
西
上
人
筆
授
手
印

一
卷

此
授
手
印
は
卷
子
本

で
、
凾
の
蓋
に
は
聖
光
上
人
直
翰
授
手
印
と
書
い
て
あ
る
。
此
本
は
林
彦
明
上
人
が
專
修
學
報

の
向
阿
上
人
特



輯

號
に
於
て
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
多
く
は
後
人
の
添
補
で
あ
る
が
、
唯
だ
僅
か
に
本
文
の
數
行
と
、
血
脈
と
、
上
件
文
證
云
々
の
文
書

は
確
か
に
國
師
の
眞
筆
で
あ
る
。
又
こ
の
本
に
は
、
・他
の
本
に
は
全
く
記
さ
れ
て
な
い
、
念
佛
數
遍
を
本
と
す
る
國
師

の
主
張
が
記
さ

れ

て
あ
る
の
で
、.
我
宗
と
し
て
は
極
め
て
重
要
な
文
書
で
あ
る
こ
と
は
、
林
上
人
が
縷

々
述
べ
ら
れ
て
あ
る
通
り

で
あ
る
。
叉
そ
の
奥

に
記
主
上
人
O
證
明
文
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、

こ
れ
叉
記
主
の
眞
筆
で
あ
る
。
記
主
上
人
の
眞
筆
は
、
極
め
て
稀

容
あ
る
に
も
關
ら
す
、

今

現
に
こ
れ
が
殘

つ
て
あ
惹
事
は
實
に
宗
門

の
幸
で
あ
る
。
林
上
人
の
昭
和
新
訂
末
代
念
佛
手
印
圖
版
第
十
三
に
そ
れ
が
載
せ
ら
れ
て

あ
る
。

第

五
、
幡
隨
意
上
人
眞
筆
傳
書
切
紙

一
枚

か
の
鎭
西
上
入
眞
筆
授
手
印
の
凾
の
中
に
、
幡
隨
意
上
人
の
眞
筆
で
、
淨
土
宗

の
傳
書
に
關
す
る
記
事

の
斷
片

が
藏
め
ら
れ
て
あ
る
。

そ
の
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

ニ

ヲ

右
此
授
手
印
者
、
面
上
之
十
念
口
授
相
承
之
時
者
片
手
印
、
左
手
右
字
書
事
深
女
祕
密
之
作
法
傳
授
有
之
也
。
宗
脈
都
部
之
時
亦
兩

手
印
畢
。
此
時
自
證
化
他
共
令
二滿
足
↓
左
手
。左
字
、
右
手
.右
字
、
是
名
二甚
深
之
作
法
一相
承
在
之
、
能

女
可
傳
者
也
。

慶
長
四
年
灘
霜
月
十
日

上
州
佐
貫
莊
館
林
郷
絡
南
山
善
導
寺

鑁

隨

意

花
押

慶
長
四
年
の
頃
は
、
幡
隨
意
上
人
が
館
林

の
善
導
寺
を
再
興
す
る
爲
に
、
非
常
に
苦
心
さ
れ
つ
N
あ
つ
た
頃

で
あ
る
が
、
そ
の
頃
の

筆
蹟
が
如
何
な
る
事
情
で
淨
華
院
に
傳
つ
た
か
は
能
く
解
ら
な
い
が
、
宗
史
傳
法
の
上
か
ら
重
要
な
資
料
が
傳

つ
て
ゐ
る
こ
と
は
悦
ば

瀋
淨
華
院
藏
古
丈
書
考
證
數
件

(
石
橋
誠
道
)

七
七
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し

い
事
だ
。
叉
幡゚
隨
意
の
幡

の
字
に
、
鑁
を
用
ぴ
ら
れ
た
こ
と
も
注
意
す
べ
ぎ

こ
と
で
あ
る
。

第
六
、
向
阿
上
人
眞
筆
授
手
印

三
卷

向
阿
上
人
の
眞
筆
の
授
手
印
で
、
現
存
す
る
も
の
が
五
本
あ
る
。
即
ち
第

一
玄
心
傳
承
本
、
清
淨
華
院
藏
、
第

二
忠
室
傳
承
本
、
宇

和
島
大
超
寺
藏
、
第
三
清
源
相
承
本
、
清
淨
華
院
藏
、
第
四
是
觀
傳
承
本
、
清
淨
華
院
藏
、
第
五
欣
淨
傳
承
本
、
三
重
縣
念
佛
寺
藏
、

以

上
の
中
三
本
が
淨
華
院
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
宗
門
の
爲
に
實
κ
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
ら
三
本
は
幸
に
し
て

何
等

の
損
傷
も
な
く
、
殆
ん
ど
昔
の
ま

x
で
あ
る
こ
と
は
爾
ほ

一
層
の
悗
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
詳
細
は
林
上
入

の
昭
和
新
訂
末
代
念

佛
授
手
印
の
中
に
委
く
檢
討
さ
れ
て
あ
る
。

第

七
、
望
西
縷
了
惠
眞
筆
圓
戒
譜

一
卷

本
書
は
高

一
尺

一
寸
二
分
、
全
長
十
尺
五
寸

の
卷
子
本
で
、
表
裝
は
金
銀
の
切
箔
雲
形
模
樣

の
斐
紙

が
用
い
て
あ
る
。
扉
は
銀
の
切

箔

で
今
は
や

乂
變
色
し
て
黒
味
を
帶
ん
で
い
る
。
軸
は
金
鍍
金
の
銅
で
あ
り
、
紙
は
良
質

の
鳥

の
子
で
大
變
立
派

に
出
來
て
お
る
。
外

題

に
は

『
圓
戒
譜
」
と
書
き
、
其
下
に
小
切
紙
に

『
望
西
縷
了
惠
筆
』
と
書
い
て
貼

つ
て
あ
る
。
内
題
は
墨
書
で
、

『
天
台
圓
教
菩
薩

戒
相
承
師

女
血
脈
譜

一
首
』
と
書
き
、
盆
ハの
右
の
傍
に
朱
書
で
、

『
内
證
佛
法
相
承
師

々
血
脈
譜
』
と
書
き
、、
其
下
に
小
字
で
、

『
或

本
無
此

一
行
」
と
書
い
て
あ
る
。
而
し
て
そ
の
系
譜
は
、
蓮
華
藏
世
界
の
廬
舍
那
佛
を
始
と
し
て
、
逸
多
菩
薩
、
羅
什
三
藏
、
南
岳
大

師

、
智
者
大
師
と
衣
第
し
、
次
で
章
安
、
智
威
、
慧
威
、
玄
朗
、
湛
然
、
道
邃
と
し
、
道
邃
の
下
で
、
最
澄
、
義
眞
と
し
、
最
澄
萎
眞

を
合
し
て
慈
覺
と
次
第
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
後
は
、
慈
覺
.
長
意
、
慈
念
、
慈
忽
、
源
心
、
禪
仁
、
良
忍
、
叡
室
に
至
り
、
叡
室
の
下



で
二
流
と
な
り
、

第

一
流
は
、
叡
室
、
源
室
、
辨
阿
、
良
忠
、
了
惠

と
次
第
し
、

第
二
流
は
、
叡
室
、
信
室
、
湛
室
、
覺
室
、
了
惠
と
衣
第
し
、
更
ら
に
叉
源

室
の
下
で
三
流
と
な
り
、

第

一
流
は
、
源
筌
、
辨
阿
と
傳

へ
、
第
二
流
は
、
源
室
、
信
室
と
傳

へ
h
第
三
流
は
、
源
室
、
湛
室
、
慈
明
、
了
惠
と
傳

へ
た
も
の

で
あ
る
。

此
の
如
く
了
惠
は
三
流
を
完
全
に
相
傳
し
た
、
最
も
造
詣
の
深

い
圓
戒
學
者
で
あ
つ
た
。
了
惠
が
三
流
を
相
承
し
た
年
月
は
、
最
後

に
朱
書
で
記
さ
れ
て
あ
る
。
印
ち

弘
安
七
轟

七
月
二
+
九
呈

驫

、
於
洛
陽
萬
壽
醺

方
丈
佛
前
、
奉
値
纂

夫

、
傳
霜

肇

。
師
善
饕

許
可
甃

自

筆

而

有

判

矣

。
.

建
治
三
蓋

+
二
月
三
吉

二
卑

於
洛
陽
讓

寺
、
奉
値
慈
明
夫

、
相
承
之
。

弘
安
二
年
旧
十

一
月
二
十
九
日
、
奉
値
先
師
良
忠
、
受
之
。
(以
上
朱
書
)

り

次
に
墨
書
で
左
の
文
が
あ
る
。

文
保
元
年
二
月
十
八
日
初
更
、
奉
授

沙

門

隆

惠

畢
.

望

西

樓

沙

門

了

惠

花
押

以
上
は
墨
書
で
あ
る
が
、
此
下
に
確
か
に
血
書
と
思
は
る
x
左
の
文
が
あ
る
。

清
淨
華
院
藏
古
丈
書
考
證
數
件

(
石
橋
誡
道
)

七
九
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文
保
元
年
一
一月
十
八
日
初
更
、
於
洛
陽
五
條
坊
門
大
宮
悟
眞
寺
方
丈
佛
前
、
奉
値
先
師
了
惠
上
人
、
受
之
。

こ
の
文
は
隆
惠
が
本
卷
を
相
傳
し
て
感
激
の
餘
り
、
直
ち
に
自
身
の
身
肉
を
刺
し
て
血
液
を
取
り
、
そ
の
血
液

で
書

い
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
其
は
能
く
注
意
し
て
見
る
ど
、
前
の
朱
書
と
は
其
色
が
全
く
異
り
、
肉
眼
で
も
血
液

の
書
で
あ
る
こ
と

が
能
く
解
る
。

以
上
の
記
事
で
此
卷
は
絡
つ
て
お
る
が
、
更
ら
に
前
に
遡
つ

て
、
慈
明
が
湛
筌
か
ら
相
傳
を
受
け
た
系
譜

の
下

に
朱
書
で
左

の
文
が

あ

る
。

建
長
三
年
響

月
二
日
初
夜
二
驫

、
天
高

頓
大
茨

於
二
饒

方
丈
、
奉
塁

之
、
並
。氈

丘
誘

。

と
記
さ
れ
て
あ
る
。
叉
こ
の
卷
の
裏
書
に
、
墨
書
で
二
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

第

一
は
即
ち
釋
迦
文
佛
、
摩
訶
迦
葉
、
阿
難
、
商
那
和
須
等
二
十
五
入
を
經
て
、
菩
提
達
磨

に
至
り
、
慧
可
、
僣
瓔
等
二
十
餘
入
を

經

て
榮
西
に
至
り
、
榮
西
、
道
聖
、
了
心
、
慈
明
に
至
て
了
惠
に
相
傳
す
。

第
二
は
釋
迦
文
佛
、
阿
逸
多
等
二
十
餘
の
菩
薩
を
經
て
羅
什
三
藏
に
至
り
、.
羅
什
か
ら
南
岳
、
智
者
、
章
安
等
か
ら
最
證
に
至
る
系

譜

で
あ
る
。
そ
れ
は
最
初
に
記
し
た
も
の
と
同

一
で
あ
る
。
因
て
了
惠
は
禪
家
の
戒
系
を
も
繼
承
し
た
譯
で
あ
る
。

叉
慈
明
上
人
の
相
承
に
就
て
、
こ
の
卷
の
裏
に
朱
書

で
左
の
文
が
あ
る
。

慈
明
夫

鬘

知
恩
寺
性
道
法
師
翻
見
、
建
長
三
年
饗

鍾
中
旬
涅
讐

日
、
於
備
中
國
富
坂
伽
驍

、
初
夜
二
更
篷

畢
、
慈
明
。

と
記
さ
れ
て
あ
る
が
、

こ
の
性
道
法
師

の
系
統
傳
記
等
は
明
か
で
な

い
。
又
前
に
述
べ
た
如
く
、
了
惠
が
弘
安

三
年
萬
壽
寺
の
覺
室

上

人
か
ら
相
傳
し
た
事
は
、
了
惠
の
著
書
、
天
台
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
第

一
に
記
さ
れ
て
あ
り
、
其
内
容
は
崟
く

一
致
し
て
お
る
。

以
上
大
略
了
惠
の
圓
戒
譜

の
大
要
を
述
べ
た
が
、
此
書
が
果
し
て
了
惠
の
眞
筆
で
あ
る
か
否
か
に
就
て
は
、
此
下
で
暫
く
考
證
し
た

い
と
思
う
。
現
在
了
惠

の
眞
筆
と
魯
す
る
も
の
が
凡
そ
四
本
あ
る
。
第

一
清
淨
華
院
所
藏

の
圓
戒
譜
、
第
二
廣
島
市
嚴
島
光
明
院
所
藏



の
圓
戒
譜
、
第
三
幅
岡
市
博
多
善
導
寺
所
藏
の
末
代
念
佛
授
手
印
、
第
四
滋
賀
縣
新
知
恩
院
所
藏

の
末
代
念
佛
手

印
で
あ
る
。
此
等
の

諸
本
を
比
較
封
照
し
て
見
る
と
、
明
か
に
了
惠

の
筆
蹟
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に
博
多
の
善
導
寺
の
授
手
印
は
、
了
惠
が
其

弟
子
隆
惠
霜

傳
し
た
本
飛

其
奥
謬

、

『
正
和
六
年
訂
正
月
二
吉

、
望
西
樓
沙
門
了
惠
、
以
塁

縫

之
轡

と
書
い
て
あ
る
。

既

に
自
筆
を
以
て
之
を
傳
授
す
と
書
い
て
あ
る
か
ら

(林
上
人
の
昭
和
新
訂
末
代
念
佛
授
手
印
圖
版
+
九
參
照
)、

是
れ
が
誰
れ
か
の
模
寫
で

な
い
限
り
、
了
惠

の
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
所
が
こ
の
筆
蹟
を
極
め
て
入
念
に
考
察
す
る
に
、
何
れ
の
點
か
ら
考

へ
て
も
、

模
寫
で
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
。
既
に
こ
の
本
が
了
惠
の
眞
筆
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て
他

の
諸

本
を
も
考
證
す
る
こ

と
が
出
來
る
の
だ
。
而
し
て
今
淨
華
院
の
圓
戒
譜
と
比
較
封
照
し
て
見
る
に
、
全
く
丶以
て

一
致
す
る
。
印
ち
字
體
、
運
筆
、
花
押
等
符

節

を
合
す
る
が
如
き
も
の
が
あ
る
。
特
に
淨
華
院
の
圓
戒
譜

に
は
、
最
後
に
隆
惠
が
血
を
以
て
書
い
た
血
書

の

一
夊
が
あ
る
。
こ
の
血

げ

書

こ
そ
了
惠
の
眞
筆
を

一
暦
有
力
に
裏
付
け
す
る
も

の
で
あ
る
。
但
し
本
卷
全
體
を
了
惠
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
や

x
疑
問

が
あ
る
。
或
は
譜
圖
の
大
體
は
誰
れ
か
助
手
入
が
書
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
最
後

の
朱
書
の
弘
安
七
年
醐
七
月
二
十
九
日

か
ら
、
望
西
褸
沙
門
了
惠
花
押
ま
で
は
、
確
か
に
眞
筆
で
あ
る
と
思
う
。

以
上
淨
華
院
の
古
文
書

に
就
て
、
大
略
私
見
を
述
べ
絡

つ
た
が
、
更
ら
に
忠
實
な
學
者
諸
君
が
、
よ
り
明
確
に

一
暦
考
證
を
進
め
ら

れ

ん
こ
と
を
切
望
す

る
。

(
大
本
山
清
淨
華
院
法
主
)

瀋
淨
華
院
藏
古
文
書
考
證
數
件

(
石
橋
誡
道
)

八
一




